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ୈ̐ষɹɹ地Ҭのྺ࢙จԽ

ʲετʔϦʔʳ
　ಊ山Ҩから出土した、古墳時代以来の多ྔの
製塩土ثやฏ安時代の塩田Ҩߏによって、市内で
も古い製塩の地と目されている塩屋地区は、古࠷
代に౦大寺のԂ「石塩生」も築かれているな
ど、赤穂の塩づくり発の地といえる。近世に入っ
て藩の塩田開拓が本֨Խし、後には「西浜塩田」
として一大製塩地となった。

　塩屋村は、赤穂城下町の西のԡえとしての役割
をՌたす一方、塩田࿑ಇऀの村として荒神社や真
ޫ寺などをਸഈしながら、赤穂の製塩をࢧえた。
　「౦の田、西のࣲ原」といわれ、赤穂藩のࡒ
を大きくࢧえたࣲ原家は塩屋村でࡒを成した。
現ࡏでは、西浜塩田の有ྗ地主であった寺田家住
が塩屋地区のོを伝えている。
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